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論 文 内 容 の 要 旨 

 本論文は、避難距離、避難障害が避難安全性に及ぼす影響を同時に考慮した、建物の避難安全性を合理的かつ客観

的に評価する定量的評価手法を提案し、建物の計画段階での適用性を検討することを目的としている。 

 第１章は序論であり、本研究の目的と背景、研究方法などを論じている。また、火災事例の調査と分析に基づく問

題点の提示、既往の研究に対する調査を通して本研究を位置づけている。 

 第２章は、避難安全性向上のための現実的な対応を理解するため、建物の安全性向上のための建築計画及び設備的

な面と制度的な面に関する調査及び分類を行っている。 

 第３章は、既往のネットワーク分析法を利用した避難安全性の評価手法と、避難安全性の定量化の基準である信頼

度の概念について論じている。また、ネットワーク信頼度計算の正確性と迅速性の向上のため、機械的な計算方法と

計算プログラムの開発及び計算結果について述べている。 

 第４章は、既往のネットワーク分析法を利用した避難安全性の評価手法が持っている問題点を解決してより現実的

な評価を行うために、避難距離によって辺の信頼度が指数関数的に減衰すると仮定した場合の理論的な考察を通して、

その一般性を検討している。また、単純ネットワークモデルを用いて、ネットワークモデルの規模・ネットワークモ

デルの形態・避難施設の位置によるネットワーク信頼度の変化の計算結果をもとに、本研究の評価手法の妥当性を検

討するとともに、最適な避難経路の形態と避難施設の配置を検討している。 

 第５章は、避難経路上の避難障害が辺の信頼度に及ぼす影響に対して理論的な考察を行い、ネットワーク信頼度計

算において避難距離と避難障害を同時に考慮する手法を提案する。また、既往のネットワーク信頼度計算で主に利用

した経路選択法の問題点を解決するため、不必要な迂回路を排除する経路選択法に基づき、単純ネットワークモデル

を用いて本研究の評価手法の計画への適用性を検討している。 

 第６章は、実際の建物平面のネットワークモデル化方法について検討し、現存する病院の病棟部、超高層集合住宅、

ホテルのように、使用者及び居住者に多数の避難弱者が含まれている用途の建物をネットワークモデル化し、第４章

と第５章の避難距離と避難障害を同時に考慮する評価手法を適用することで、その実効性と適用性を検討している。 

 第７章は、各章のまとめを通して研究の成果を紹介した後、残された課題や今後の発展可能性について述べている。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

 本論文は、避難距離、避難障害が避難安全性に及ぼす影響を同時に考慮した、建物の避難安全性を合理的かつ客観

的に評価する定量的評価手法を提案し、建物の計画段階での適用による安全な建築都市空間の実現を目的としている。 

 第１章は序論であり、本研究の目的と背景、研究方法などを論じている。また、火災事例の調査と分析に基づく問

題点の提示、既往の研究に対する調査を通して本研究を位置づけている。 

 第２章は、避難安全性向上のための現実的な対応を整理するため、建物の安全性向上のための建築計画および設備

的な面と制度的な面に関する調査・分類を行っている。 

 第３章は、既往のネットワーク分析法を利用した避難安全性の評価手法と、避難安全性の定量化の基準である信頼

度の概念について論じている。また、ネットワーク信頼度の計算の正確性と迅速性の向上のため、コンピュータによ

る計算方法とプログラムの開発および計算結果について述べている。 

 第４章は、既往のネットワーク分析法を利用した避難安全性の評価手法が持っている問題点を解決してより現実的

な評価を行うため、避難距離によってネットワークの辺の信頼度が指数関数的に減衰すると仮定した場合の理論的な

考察を通して、その一般性を検討している。また、単純ネットワークモデルを用いて、ネットワークモデルの規模・

ネットワークモデルの形態・避難施設の位置によるネットワーク信頼度変化の計算結果をもとに、本研究の評価手法

の妥当性を検討している。 

 第５章は、避難経路上の避難障害が辺の信頼度に及ぼす影響に対して理論的な考察を行い、ネットワーク信頼度の

計算において避難距離と避難障害を同時に考慮する手法を提案する。また、既往のネットワーク信頼度の計算で利用

した経路選択法の問題点を解決するため、不必要な迂回路を排除する経路選択法を採用した単純ネットワークモデル

を用いて本研究の評価手法の適用性を検討している。 

 第６章は、実際の建物平面のネットワークモデル化の方法について検討し、現存する病院の病棟部、超高層集合住

宅、ホテルのように、使用者および居住者に多数の避難弱者が含まれている用途の建物をネットワークモデル化し、

第４章と第５章の避難距離と避難障害を同時に考慮する評価手法を適用することで、その実効性と適用性を検討して

いる。 

 第７章は、各章のまとめを通して研究の成果を紹介した後、残された課題や今後の発展可能性について述べている。 

 公聴会においては、より安全な建築・都市空間の計画のために必要な研究である点が評価された。また、本研究で

提案している避難安全性の評価法に時間の経過による信頼度の変化概念が考慮されていない点が今後の課題と指摘

された。 

 以上のように、本論文はネットワークモデルを用いた避難安全性の定量的評価法をより発展させたものであり、建

築物の避難安全性を向上させるための基礎的資料を与えるものである。よって本論文は、博士論文として価値あるも

のと認める。 




